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 制度の概要

東京都が実施する国際的なMICE開催支援制度で、先端テクノロジーの活用により次世代型M

ICEの開催を推進します。国際競争力向上とビジネス交流促進を目的とし、東京での高品質

なイベント開催を資金面から支援する画期的な助成制度です。

本制度は東京の魅力を世界に発信し、アフターコロナ時代の新しい国際交流の形態を創出す

ることで、都市の国際的地位向上と経済活性化に貢献します。先進的なテクノロジー活用に

より、従来型イベントを革新的なビジネス機会に変革する取り組みを支援します。

 支援内容

□ 先端テクノロジー活用支援

最大3,000万円 助成率：10/10

 対象となる取組

【MICE開催要件】

【テクノロジー要件】

※テクノロジー開発・販売企業が主催・協賛するものは対象外

 対象者

 補足事項

 戦略的分析

【採択のポイント】

【成功への戦略的アプローチ】

 MICE分野別支援状況

主要分野：国際会議（43%）、展示会・見本市（31%）、イベント（26%）

平均助成額：約1,200万円（全分野平均）

 テクノロジー活用事例

技術分野 具体的活用例

VR/AR技術 バーチャル展示ブース、リモート参加体験向上

AI・データ解析 参加者マッチング、リアルタイム翻訳システム

IoT・センサー 会場内動線分析、接触追跡・安全管理

ブロックチェーン デジタル証明書発行、参加記録管理

5G・通信技術 高品質配信、リアルタイム双方向通信

 採択率向上のポイント

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

交付申請書

（第1号様式）

事業計画書

（第1号様式の1）

誓約書

（第1号様式の2）

組織関連書類

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://jp.businesseventstokyo.org/conferences/preparation_support/

mice_next_generation_subsidy.html

お問い合わせ 公益財団法人東京観光財団

コンベンション事業部

次世代型MICE開催資金助成担当

TEL：03-5579-2684

〒163-0915 東京都新宿区西新宿二丁目3番1号 新宿モノリス15階

システム等に係る経費の全額支援

機械設備レンタル費の支援

ネットワーク構築・回線利用経費（助成額の1/3以内）

保険料・補償契約費用

都内施設でのリアル又はハイブリッド形式開催

現地参加者50人以上、海外参加者20人以上

参加国数3か国以上の国際的イベント

日本語以外の言語プログラムを含む

開催日数1日以上（1日4時間以上）

別表１に定める先端テクノロジー分野の活用

同一MICEで過去利用実績のない新規技術

申請数は原則2つまで

東京でのMICE開催を予定している企業・団体

資金管理が可能で国内に拠点を有する者

国際的なビジネス交流促進に資する事業計画を有する者

MICEの成果還元先が特定個人・団体に限定されないこと

年度内の交付申請可能枠がなくなった場合は募集中止の可能性あり

法人格を有する場合は電子申請も受付可能

先端技術の革新性：新規性の高いテクノロジー活用計画が重要

国際的な波及効果：参加国数・海外参加者数の戦略的設定

東京の魅力発信：都市プロモーション効果の明確化

継続的なビジネス展開：単発でない長期的価値創出

段階的テクノロジー導入：実証性を重視した現実的な計画

多様なステークホルダー連携：産官学連携体制の構築

定量的効果測定：ROI・KPI設定による成果可視化

グローバルネットワーク活用：既存の国際的関係性を基盤とした展開

技術的先進性：業界初・世界初の技術活用による差別化戦略

国際的インパクト：参加者規模と多様性によるグローバル展開力

経済効果の定量化：東京経済への具体的な貢献度測定

MICE企画専門家：国際イベント企画・運営の専門的支援

テクノロジー顧問：最新技術動向と実装可能性の評価

申請書作成支援：効果的なプレゼンテーション手法

国際ネットワーク：海外参加者確保のためのチャネル構築

先端技術の具体性：活用予定技術の詳細記載

国際的規模の根拠資料添付

テクノロジー効果の定量的説明

参加者獲得戦略の具体化

申請要件への適合確認

虚偽記載がないことの誓約

定款・運営規約の最新版

組織体制・役員名簿

事前準備期間

テクノロジー選定・事業計画策定に2～3ヶ月程度。

海外参加者確保のための早期調整が重要。

第1回申請期間

～2025年4月30日

7月1日～令和9年3月31日開催予定分

第2回申請期間

～2025年6月30日

9月1日～令和9年3月31日開催予定分

第3回申請期間

～2025年9月30日

12月1日～令和9年3月31日開催予定分

審査・交付決定

各回締切後速やかに審査実施

交付可能枠に応じて随時審査

https://jp.businesseventstokyo.org/conferences/preparation_support/mice_next_generation_subsidy.html
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